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　咬合誘導は「出生から死に至るまでの咬合管理－

総合咀嚼器官の健康維持と増進－」を究極の目的と

していると言ったら信じるであろうか？　咬合誘導

と聞くと小児歯科の範疇であり，出生時から成長発

育期だけの学問であり臨床であると思っている歯科

医師がほとんどではなかろうか（図 1，2）．

　咬合誘導 1 〜 3 の原点は1951年に日本大学歯学部矯

正科教授，岩垣宏先生と深田英朗先生 1 ，2（図 3）に

よって提唱された「保育歯科」4 ，1955年に発刊され

た『保育歯科学』5 に始まる．「保育歯科」も「咬合誘

導」も名付け親は深田先生で，名は変わってもそこ

に流れる深田先生の理念は同じであるといってもよ

い．

咬合誘導とは（深田：1963年小児歯科
雑誌第 1 号第 1 巻）6

　「歯牙の形成が始まる胎生35〜40日ごろから（註）3 ，

永久歯咬合が完成するまでの長い間，歯，顎，顔は

いくたの変化を重ねつつ発育成長する．その間これ

らが正しく，あるべき姿にあるか，いなかを見守り，

またその間に，もしそれらの足なみが少しでも乱れ

ることを発見したら，その因子を追及し，除去に最

善の努力を払う．また，時として不幸にもみすごさ

れたなんらかの原因でその発育の方向に狂いがあっ

たなら，それらを可及的早期に正しい方向に位置づ

けることをしなくてはならない．要するに，以上の

ような努力のすべてをDenture guidanceと定義づけ

てはどうであろう．（中略）あらゆる小児歯科的処置

は，正しい咬合への誘導のためであると言ってけっ

していいすぎではない」

　以上は，戦後の小児歯科の黎明期に深田先生に

よって発表された咬合誘導の定義である．その後，

深田先生の発表された多くの文献を読み続けている

うちに，咬合誘導の理念が小児歯科にとどまらない

ことに気づいた．

◆広義の咬合誘導と狭義の咬合誘導

図 1　深田英朗先生の考えている咬合誘
導の理念は，いわゆる広義の咬合誘導で
ある．

はじめに

咬合誘導（広義）
正しい咬合への誘
導のためのあらゆ
る小児歯科的処置

・ 咬合誘導（狭義）
不正咬合の早期発見・早期治
療により正常な永久歯咬合を
導こうとするさまざまな手段

・う蝕治療〜予防
・歯内療法
・歯周療法
・歯冠修復
・外科
・食事指導
・健康教育
・他

・保隙装置
・スペースリゲイニング
・歯の小移動
・歯列弓の拡大
・咬合調整
・萌出異常の発見
・萌出の誘導
・筋機能訓練
・口腔習癖の予防除去
・他

8029達成者に学ぶ：新 犬歯誘導の起源

第1章
chapter 1
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■ 第 1章　8029達成者に学ぶ：新 犬歯誘導の起源

◆理想的な成長発育と咬合

図 2　「天然歯および天然歯列咬合の美しさは神が造形したものである」と感激する．

6 歳 3 か月

17歳 1 か月

6歳 6か月

7歳 2か月

7歳10か月

8歳 1か月

10歳 4 か月

10歳11か月

11歳 7 か月

13歳 0 か月
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　第 4 章においては犬歯誘導を妨げる咬合様式を解

説し，永久歯列完成期からの矯正では多くの症例に

おいて犬歯誘導を確立することが難しいことを述べ

た．また，第 5 章においては犬歯誘導確立のための

咬合誘導の治療方針を乳歯列期，切歯交換期，側方

歯群交換期の 3 期に分け解説した．本章においては，

犬歯誘導の確立を妨げるさまざまな不正咬合に対し，

どのように咬合誘導を実践していったかを紹介して

いきたいと思う．

はじめに

犬歯誘導確立のための咬合誘導の実践

第6章
chapter 6

成長発育とともにさまざまな問題が
出現する

　本章では14症例を提示した．筆者の咬合誘導は早

ければ乳歯列期から，その多くは切歯交換期から，

遅くとも側方歯群交換期に行っている（図 1）．第二

大臼歯が萌出し，永久歯列が完成する14〜15歳まで

診るのは当然として，20歳くらいまでは定期的に経

過観察を行っている．どんな症例も決して 1 つの初

期症状で終えることはなく，成長発育とともにさま

ざまな問題が噴出してくる．それらにどのように対

処していったかを見ていただきたい．

咬合誘導の問題点

　咬合誘導の最大の問題点は乳歯列期や切歯交換期

の初診時の状態だけでは将来がまったく予想がつか

ないことである．そのため，矯正歯科専門医の多く

は，ほぼ確実に診断ができる混合歯列後期や永久歯

列完成期からの矯正を推奨している．しかし，永久

歯列完成期からでは犬歯誘導を確立することが難し

いため，筆者はほとんどの症例において切歯交換期

からの咬合誘導を行っている．

長期間にわたって咬合誘導を行う
最大のメリット

　多くの矯正歯科専門医に批判を受けやすい長期間

にわたる咬合誘導であるが，比較的短期ごとの定期

通院（短期では 1 ， 2 週ごと，通常では 1 か月， 2 か月，

3 か月〜 6 か月ごと）を行うため，う蝕管理が確実に

行え，カリエスフリーの子どもたちを育てやすい．

　金属修復物のない，CR充填以外，ほぼカリエス

フリーで永久歯列を完成した子どもたちの歯を見て

いただきたい．

犬歯誘導確立のためのポイントを
さまざまな咬合誘導臨床から学ぶ1
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■ 第 6章　犬歯誘導確立のための咬合誘導の実践

図 1　犬歯誘導確立のための咬合誘導の実践一覧表（症例 1～14）．

初診時，主訴／⇒さらに生じた不正 乳歯列期 切歯交換期 側方歯群交換期 永久歯列完成期

症例 1 切歯交換期，中切歯の反対咬合

症例 2 切歯交換期，
側切歯の反対咬合＋軽度の叢生

症例 3 切歯交換期，
側切歯の反対咬合＋中等度の叢生

症例 4 切歯交換期，
中切歯の反対咬合＋過剰歯
⇒側切歯の反対咬合

症例 5 乳歯列期，反対咬合
⇒切歯交換期の反対咬合

症例 6 乳歯列期，反対咬合
⇒切歯交換期の反対咬合
⇒側方歯群交換期　上顎犬歯突出

症例 7 乳歯列期，正常咬合
⇒切歯交換期　上顎前突＋過蓋咬合　
⇒側方歯群交換期　叢生・上顎犬歯突出

症例 8 側方歯群交換期，
上顎前突＋過蓋咬合

症例 9 乳歯列期，正常咬合
⇒切歯交換期叢生

症例10 乳歯列期，正常咬合
⇒切歯交換期　正中離開・叢生
⇒側方歯群交換期　上顎犬歯突出

症例11 乳歯列期，過蓋咬合
⇒切歯交換期　叢生
⇒側方歯群交換期　上顎前突

症例12 乳歯列期，過蓋咬合
⇒切歯交換期　上顎前突・下顎後退

症例13 切歯交換期，顎偏位
⇒側方歯群交換期　犬歯突出

症例14 切歯交換期，開咬
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顎偏位の治療方針

　顎偏位はできるだけ早期に治しておきたい．乳歯

列期における顎偏位は，一部の乳歯の逆被蓋による

歯性のものが多いため，筆者は咬合調整で治すこと

が多い（ 5 章 2 参照）．切歯交換期まで咬合調整で治

らなかった場合，または本症例のように切歯交換期

で来院した場合は，Schwarz applianceによる上顎

拡大を行い，顎偏位を治すようにしている．

主訴および矯正開始までの臨床経過

　初診時 8 歳11か月の女児．う蝕治療希望で来院．

左側顎偏位および切端咬合で反対咬合傾向も認めら

れた．まずは顎偏位の改善を最優先し，反対咬合傾

向は治療経過を診ながら治療していく方針とした．

切歯交換期：顎偏位症例 13

矯正開始後の臨床経過

　 9 歳 2 か月：Schwarz applianceを装着し（図 1），

上顎側方拡大を行った． 9 歳10か月：ほぼ正中が一

致し，顎偏位は改善されたため，装置を除去し，側

方歯群交換期まで経過観察を行った．11歳 7 か月：

右側第一小臼歯が萌出し，犬歯萌出スペースが不

足してきたため，第一大臼歯遠心移動をSchwarz 

applianceによって行った（図 2）．12歳 3 か月： 第

二乳臼歯が脱落し，リーウェイスペース分を含め，

犬歯萌出スペースが確保されたため，装置を除去し

た．13歳 4 か月；上顎右側犬歯が萌出してきたが，

犬歯萌出スペースが不足し，犬歯突出となった．12

歳 3 か月時において，第一大臼歯が近心移動しない

よう，保定しておくべきであった．その後，患者は

装置の装着を望まず，経過観察していくこととなっ

た．15歳 1 か月：成長とともに犬歯は少々入り込ん

できている．ほぼ成長発育は終了し始めており，下

顎前突傾向は出ることはなかった．初診時のセファ

ロ分析におけるKIX indexもSNP＋Goも小さく，反

対咬合の指標として，この症例においては有効で

あった（ 5 章 3 参照）．

現症 治療方針 治療方法および装置 治療期間
1 ．切歯交換期　顎偏位 顎偏位の改善・上顎拡大 Schwarz appliance 9 歳 2 か月⇒ 9 歳11か月
2 ．側方歯群交換期　

（ 1 ）上顎左側犬歯の萌出スペース不足　
（ 2 ）右側歯列の開咬

上顎右側第一大臼歯の遠心移動
舌癖

Schwarz appliance
MFT

11歳 7 か月⇒12歳 3 か月
12歳 4 か月⇒12歳 8 か月

図 4　治療経過一覧．

図 1　上顎側方拡大用Schwarz apli-
ance．

図 2　上顎第一大臼歯遠心移動用
Schwarz apliance．

図 3 a，b　セファ
ロ分析．

9 歲
2 か月

11歲
7 か月

SNA 76.5 77.5
SNB 71.5 72.5
ANB 5.0 5.0
APDI 79.5 79.5
ODI 75.5＋4.5 72.5＋3.5
KIX index 0.99 1.03
SNP 71.5 71.5
Go 124.0 124.0
SNP＋Go 195.5 195.5
Wits -0.5 0.0

a

b
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■ 第 6章　犬歯誘導確立のための咬合誘導の実践

犬歯誘導について

　20歳 5 か月：上顎右側犬歯は歯列に入り込んでい

た．咬合の緊密化とともに，下顎は少々左側偏位し

ている．右側の犬歯誘導は少々甘く，上下顎犬歯は

若干隙間がある（図 5）．

◆症例13　切歯交換期の顎偏位

図 5　切歯交換期の顎偏位における治療および術後経過．

8 歳11か月

20歳 5 か月

9歳 2か月

9歳10か月

10歳 7 か月

11歳 7 か月

12歳 1 か月

12歳 8 か月

13歳 4 か月

15歳 1 か月
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